
 

 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  KI3 

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名 アパレル技術科３年 

バーチャルファッションコース 

科目名 ３Dモデリング A 

単  位     2単位 

授業期間 前期 

 
担当教員(代表)：徳岡 慧 共同担当者： 

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

〇授業概要 

３D着装シュミレーションソフト＜CLO＞を使用し、基本的なオペレーションスキルを習得する。 

〇レベル設定 

外部２DCADソフトで作成された CADデータを読み込み、プリセットされているアバターや生地素材を活用して 

オリジナルの３DCGを作成することができる 

 
  

【授業計画】 

 

３DモデリングⅠ  前期２単位 

 

1. 着せ付け用パターンの準備 

2. 着せ付け方法 

3. デザイン、仕様に合わせた設定 

シャツ、パンツ、プリント Tシャツ、ファスナーアイテム、プリーツ・タックデザインの着せ付け 

4. オリジナルパターンの取り込み 

5. オリジナルパターンの着せ付け 

6. レンダリング設定と出力 

レンダリングの基本設定、背景の設定、照明の追加と設定 

 

   前期試験有 
 

 

 

 

 

 

 
【評価方法】  

S～C・F評価/学業評価７０％、授業姿勢２０％、試験１０％ 

 
主要教材図書  担当講師準備プリント 

                

参考図書    なし 

その他資料   なし 
 

授業の特徴と担当教員紹介  

アパレル３Dに関連するソフトウェアの使用方法と３DCGデータ作成の基礎を習得する。 

文化服装学院 専任講師が担当 

  
記載者氏名 徳岡 慧  

 

文化服装学院教務部 
２０２５年度 カリキュラム科目概要 



 

 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  KI3 

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名 アパレル技術科３年 

バーチャルファッションコース 

科目名 ３Dモデリング B 

単  位     2単位 

授業期間 後期 

 
担当教員(代表)：徳岡 慧 共同担当者： 

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

〇授業概要 

３D着装シュミレーションソフト＜CLO＞を使用し、基本的なオペレーションスキルを習得する。 

〇レベル設定 

外部２DCADソフトで作成された CADデータを読み込み、プリセットされているアバターや生地素材を活用して 

オリジナルの３DCGを作成することができる 

 
  

【授業計画】 

 

３DモデリングⅠ  後期２単位 

 

1. 資料からのトレース 

2. ２DCADへのデータ変換 

3. ダウンジャケット表現（圧力の概念） 

4. テクスチャの概念 

5. モーション 

 

   
 

 

 

 

 

 

 
【評価方法】  

S～C・F評価/学業評価７０％、授業姿勢３０％ 

 
主要教材図書  担当講師準備プリント 

                

参考図書    なし 

その他資料   なし 
 
授業の特徴と担当教員紹介  
アパレル３Dに関連するソフトウェアの使用方法と３DCGデータ作成の基礎を習得する。 
文化服装学院 専任講師が担当 
  
記載者氏名 徳岡 慧  

 

文化服装学院教務部 
２０２５年度 カリキュラム科目概要 



 

 

 
 

科ｺｰﾄﾞ KI3  

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名 アパレル技術科３年 

バーチャルファッションコース 

科目名 ファッション DX 

単  位     1単位 

授業期間 通年 

 
担当教員(代表)：CLO JAPAN  共同担当者： 

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

〇授業概要 

CLOを使用して自分のポートフォリオを作成する。 

ポートフォリオを作成する過程で、制作スキルや作品の表現方法を習得する。 

  
【授業計画】 

 

ファッション DX 通年 1単位 

 

1. ポートフォリオ構成 
・現場で重視されるスキルの説明 

・現場で制作されている 3Dデータの説明 

・ポートフォリオ計画の説明（ムードボード、デザイン） 

 

2. CLOスキルアップ実践 

・衣装制作練習 - シャツ 

・衣装制作練習 - アウトドアジャケット 

・衣装制作練習 - 結び、レースアップ 

・衣装ディテール表現 

・レンダリングディテール表現 

・グラフィック、テクスチャ表現 

 

3. ポートフォリオまとめ 

・自分の衣装制作 

・制作に対してフィードバック 

・制作した衣装をポートフォリオに反映 

 

 
【評価方法】  

S～C・F評価/学業評価７０％、授業姿勢３０％ 

 
主要教材図書  なし 

                

参考図書    なし 

その他資料   なし 
 
授業の特徴と担当教員紹介  
CG関連企業の非常勤講師が担当 

  
記載者氏名 CLO JAPAN  

 

文化服装学院教務部 
２０２５年度 カリキュラム科目概要 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ KI3  

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名 アパレル技術科３年 

バーチャルファッションコース 

科目名 デジタルコンテンツクリエイション A 

単  位     4単位 

授業期間 （ 前期 ） 

 
担当教員(代表)：梁 梓盈  共同担当者： 

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

〇授業概要 

3DCGに関する基礎知識を身につけ、様々な分野のワークフローに触れる。 

DCCツールの用途について理解し、実際に活用する。 

  
【授業計画】 

デジタルコンテンツクリエイション A 前期４単位 

 

1. CGリテラシー 

・CGとは 

・バーチャルファッションとは 

・アパレル業界における 3DCGの歴史 

・バーチャルファッションコースの目指す人材育成 

・調べて挑戦する力を身につけるには 

・バーチャルヒューマンについて 

 

2. Blenderの基本操作 

・基本的なポリゴンモデリング 

・CLOとの互換性について 

・テクスチャの作成で必要なソフトウェアについて 

 

3. 前期制作発表 

・テーマに沿った CG作品の作成 

・プレゼンのストーリーを考える 

・前期授業で学んだことをすべて取り入れられているかどうか 

 

 
【評価方法】  

S～C・F評価/学業評価７０％、授業姿勢３０％ 

 
主要教材図書  なし 

                

参考図書    なし 

その他資料   なし 
 
授業の特徴と担当教員紹介  

自動車のデザイン会社にて、Blender や CLO を使用した 3D モデリングやアニメーション制作を担当。 
製品開発の現場で培った実務経験をもとに、CG 制作のワークフローや業界に求められる基礎スキルを指導。 
講義では、モデリング・ライティング・レンダリングといった技術だけでなく、デザインの意図を的確に伝える表現力やプレゼン指導も行

う。  
 
  
記載者氏名 梁 梓盈  

 

  

２０２５年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 
 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ KI3  

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名 アパレル技術科３年 

バーチャルファッションコース 

科目名 デジタルコンテンツクリエイション B 

単  位     4単位 

授業期間 （ 後期 ） 

 
担当教員(代表)：梁 梓盈  共同担当者： 

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

〇授業概要 

作りたいコンテンツをデザインし、自分で調べながら作成できるようになる。 

様々な 3DCGコンテンツのおおよそのワークフローが予測できるようになる。 

  
【授業計画】 

デジタルコンテンツクリエイション B 後期４単位 

 

4. テクスチャリングについて 

・UVマップについて理解する 

・Photoshopでのテクスチャリングフロー 

・Adobe Substanceでのテクスチャリングフロー 

 

5. Blenderの応用操作 

・パーティクルについて 

・キーフレームアニメーションについて 

・リグアニメーションについて 

・スキニングについて 

 

6. 成果物の応用 

・Blenderでのアニメーションレンダリング 

・Prや Aeを用いたコンポジション 

 
【評価方法】  

S～C・F評価/学業評価７０％、授業姿勢３０％ 

 
主要教材図書  なし 

                

参考図書    なし 

その他資料   なし 
 
授業の特徴と担当教員紹介  
自動車のデザイン会社にて、Blender や CLO を使用した 3D モデリングやアニメーション制作を担当。 
製品開発の現場で培った実務経験をもとに、CG 制作のワークフローや業界に求められる基礎スキルを指導。 
講義では、モデリング・ライティング・レンダリングといった技術だけでなく、デザインの意図を的確に伝える表現力やプレゼン指導も行

う。   
  
記載者氏名 梁 梓盈  

 

２０２５年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 
 



 

 

 
 

科ｺｰﾄﾞ KI3  

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名 アパレル技術科３年 

バーチャルファッションコース 

科目名 アパレルプロダクト演習 A 

単  位     3単位 

授業期間 前期 

 
担当教員(代表)：徳岡 慧 共同担当者： 

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

○授業概要 

１，２年次に学んだ服作りの専門知識を応用し、製作フローの DX化を図ることの出来る能力を養う。 

  
【授業計画】 

 

アパレルプロダクト演習 A 前期 3単位 

 

 

カジュアルウェアⅠ     

導入（製作条件、提出期限） 

CAD作図、パターン作成、プロット出力方法 

部分縫い（パンツ前あき、一重片玉縁ポケット） 

カットソーパターン作成 

Tシャツ縫製 

３Dモデリング仮縫い説明 

実物製作 

作品撮り／着装提出 

 

 

 
【評価方法】  

S～C・F評価/学業評価８０％、授業姿勢２０％ 

 
主要教材図書  担当講師準備プリント 

                

参考図書    なし 

その他資料   なし 
 
授業の特徴と担当教員紹介 

CADによるパターンメーキングや工業パターンメーキングを理解し、製作フローの DX化(デジタルトランスフォーメーショ
ン)を図ることの出来る人材を育成を行う。 
文化服装学院 専任講師 

 
  
記載者氏名 徳岡 慧  

 

文化服装学院教務部 
２０２５年度 カリキュラム科目概要 



 

 

 
 

科ｺｰﾄﾞ KI3  

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名 アパレル技術科３年 

バーチャルファッションコース 

科目名 アパレルプロダクト演習 B 

単  位     2単位 

授業期間   後期 

 
担当教員(代表)：徳岡 慧 共同担当者： 

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

〇授業概要 

１，２年次に学んだ服作りの専門知識を応用し、製作フローの DX化を図ることの出来る能力を養う。 

  
【授業計画】 

 

アパレルプロダクト演習 A 前期 3単位 

 

カジュアルウェアⅡ     

導入（製作条件、提出期限） 

CADプリント部分縫い説明／データ作成方法／サンプルモデリング 

３Dモデリング仮縫い 

実物製作 

提出 

 

 

 
【評価方法】  

S～C・F評価/学業評価８０％、授業姿勢２０％ 

 
主要教材図書  担当講師準備プリント 

                

参考図書    なし 

その他資料   なし 
 
授業の特徴と担当教員紹介 
CADによるパターンメーキングや工業パターンメーキングを理解し、製作フローの DX化(デジタルトランスフォーメー 
ション)を図ることの出来る人材を育成を行う。 
 
文化服装学院 専任講師 
 
  
記載者氏名 徳岡 慧  

 

文化服装学院教務部 
２０２５年度 カリキュラム科目概要 



 

 

 
 

科ｺｰﾄﾞ KI3 

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名 アパレル技術科３年 

バーチャルファッションコース 

科目名 デジタルプラットフォーム a 

単  位    ２単位 

授業期間 後期 

 
担当教員(代表)：徳岡 慧 共同担当者： 

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

〇授業概要 

ゲームプラットフォームを活用した３Dコンテンツ制作を習得する。 

ユーザー/マーケット調査を行い、適した３Dアイテム製作を行う。 

  
【授業計画】 

 

 デジタルプラットフォーム a  後期集中２単位 

 

【目的】 

・次世代のデジタルファッションクリエイターを育成する 

・３Dモデリングデータの新たな活用方法を身に着ける 

・ゲーム空間へのデータ変換方法（リトポロジー）を学ぶ 

・オンラインゲーム空間のマーケット、マネタイズする仕組みを理解する 

   

  

  【授業内容】 

   メタバースとは 

   デジタルファッションビジネス／マネタイズ理論 

   ソフトウェアインストール 

   ツール学習／コミュニティスペース紹介 

   各自制作実習 

   UGC、アバターアイテム販売 

   プレゼン発表  

 
【評価方法】  

S～C・F評価/学業評価８０％、プレゼン評価２０％ 

 
主要教材図書  なし 

                

参考図書    なし 

その他資料   なし 
 
授業の特徴と担当教員紹介  
文化服装学院 専任講師 
ゲームプラットフォーム制作会社 
  
記載者氏名 徳岡 慧  

 

文化服装学院教務部 ２０２５年度 カリキュラム科目概要 



 

 

 
 

科ｺｰﾄﾞ KI3 

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名 アパレル技術科３年 

バーチャルファッションコース 

科目名 デジタルプラットフォーム b 

単  位    １単位 

授業期間  後期 

 
担当教員(代表)：梁 梓盈 共同担当者：徳岡 慧 

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

〇授業概要 

ゲームプラットフォームを活用した３Dコンテンツ制作を習得する。 

ユーザー/マーケット調査を行い、適した３Dアイテム制作を行う。 

  
【授業計画】 

 

 デジタルプラットフォーム b  後期１単位 

 

【目的】 

・次世代のデジタルファッションクリエイターを育成する 

・３Dモデリングデータの新たな活用方法を身に着ける 

・ゲーム空間へのデータ変換方法（リトポロジー）を学ぶ 

   

  

  【授業内容】 

   ゲームエンジン開発ソフトの概要説明 

   ソフトウェアインストール 

   オペレーション説明／実習 

   データ変換方法 

   ソフト間の互換性と拡張子 

   レンダリング理論 

   各自３DCG制作 

 

 
【評価方法】  

S～C・F評価/学業評価１００％ 

 
主要教材図書  なし 

                

参考図書    なし 

その他資料   なし 
 
授業の特徴と担当教員紹介  
３Dモデリングに関連するソフトウェアの使用方法と３DCGデータ作成の高度な専門基礎を習得する。 
学外非常勤講師が担当 
  
記載者氏名 徳岡 慧  

 

文化服装学院教務部 
２０２５年度 カリキュラム科目概要 



 

 

 
 

科ｺｰﾄﾞ KI3 

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名 アパレル技術科３年 

バーチャルファッションコース 

科目名 グラフィカルリサーチ 

単  位     3単位 

授業期間 通年 

 
担当教員(代表)：経田 完治 共同担当者： 

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

〇授業概要 

illustratorと PhotoShopの操作や入稿データの作成をイベントフライヤーやポスターを制作しながら習得する。 

学習における AIの使い方を解説しながら、最新のツールに触れその特性を理解する。 

後期では、UnrealEngineの基本操作から映像制作までを行う。 

 
  

【授業計画】 

グラフィカルリサーチ 通年 3単位 

 

4～6月 illustrator/PhotoShop の基本操作と入稿データの作成 

● illutratorの基礎操作とフライヤーの入稿データ作成 

● 学習における AIの使い方、アセットの生成方法について 

● PhotoShopの基礎操作(レタッチ/選択とマスク/FireFly) 

● グループワークにてクライアント/分業制作の実制作と発表 

 

7 月 OpenAI / Soraと GPTのワークショップ 

● PremierProの基本操作、音楽/効果音生成に触れる 

● 動画生成 AI「Sora」のワークショップ 

● 映像作品とそのポスターを制作、鑑賞会と講評を行う 

 

9 月 illustrator/PhotoShopの応用操作、KREAの導入 

● 既存のデザイン/ロゴをトレースすることで良いデザインとは何かを学ぶ 

● KREAでの 3D,リアルタイム生成、画像の学習等に触れる 

 

10～12 月 UnrealEngine の基本操作と映像制作と 
       Googleスライドでのポートフォリオ制作 

● UEの基本操作、映像作品とそのビジュアルデザインまでの制作を行う 

● Googleスライドで自身のポートフォリオを制作し、発表までを行う 

 
 
【評価方法】  

S～C・F評価/学業評価７０％、授業姿勢３０％ 

 
主要教材図書  なし 

                

参考図書    なし 

その他資料   なし 
 
授業の特徴と担当教員紹介  
担当教員 : 経田完治 AIリサーチャーとしてフリーランスで活動している。先端 DPの共同担当も務める。 
共同担当者:  

  
記載者氏名 経田 完治  

 

文化服装学院教務部 ２０２５年度 カリキュラム科目概要 



 

 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  KI3 

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 バーチャルファッションコース 

科目名 デジタルリテラシー 

単  位     1単位 

授業期間  前期 
 
担当教員(代表)： 仲田 朝彦 共同担当者：  

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

◼概要 

① ファッション×テクノロジーに関しての学習 

② 最先端技術の NEWSを毎回学習 

 

◼到達目標 
① 情報収集力：ファッション×テクノロジー領域の情報収集を日頃から最新情報を収集出来る状態 
② 思考力：世の中の先端技術を掛け合わせ、独自の発想を生み出す思考が出来る状態 
③ 伝える力：自身のポートフォリオを他者へ正確かつ魅力的に伝えることができる状態 
 
  

【授業計画】 

 

① ファッション×テクノロジーに関しての学習 

アパレル小売り事業は年々厳しい市場環境となってきており、在庫リスクから伴う倒産や、売れる MDを 

生産することでのデザインの同質化など、アパレル産業全般に未来の危機が訪れていると考えます。 

本授業では、アパレルの持つ在庫課題の解決方法と、新しいファッションを生み出すための新スキームとして、 

テクノロジーを活用したファッションビジネスに関して学習を行う。 

 

② 世界の最先端技術を毎回紹介討論学習 

日々最先端技術が更新されていく本領域では、最新情報の収集と思考・対応が重要になるため、 

各回の授業で直近２週間で発表された最先端の技術を毎回紹介・討論も実施していく。 

 

 ◼主な授業内容 

 ・メタバース 

 ・AR/空間コンピューティング 

 ・デジタルファッション 

 ・バーチャルヒューマン 

 ・生成 AI 

 ・マーケティング 

 ・プレゼンテーションスキル 

 
 
【評価方法】  

S～C・F評価/学業評価７０％、授業姿勢３０％ 

 
主要教材図書 なし 

参考図書   なし 

その他資料  なし 
 
授業の特徴と担当教員紹介  
アパレル小売業でデジタル新規事業の立ち上げ運営を行う非常勤講師が担当 

 
記載者氏名  仲田 朝彦 

 

文化服装学院教務部 
２０２５年度 カリキュラム科目概要 



 

 

 
 

科ｺｰﾄﾞ KI3  

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名 アパレル技術科３年 

バーチャルファッションコース 

科目名 クリエイティブフォト 

単  位     １単位 

授業期間 前期 

 
担当教員(代表)：新井 潔 

 

共同担当者： 
 

 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

〇授業概要 

写真の撮影を通して、ライティング、アングル、撮影アイデアを学ぶ。 

またカメラに関しても基礎的な知識を習得する。 

  
【授業計画】 

 

クリエイティブフォト 前期 1単位 

 

1. 写真の基礎 
 

・ライティングの基礎知識 

・アングルの決定 

・人物撮影 

・物撮影 

・フィルム撮影 

 

 

2. グループワーク 
 

・グループでのアイデア出し 

・スタジオを使用してのモデル撮影 

・暗室での作業 

 

 

 

 
【評価方法】  

S～C・F評価/学業評価７０％、授業姿勢３０％ 

 
主要教材図書  なし 

                

参考図書    なし 

その他資料   なし 
 

授業の特徴と担当教員紹介  
フリーランスカメラマンの非常勤講師 

  
記載者氏名 新井 潔  

 

文化服装学院教務部 ２０２５年度 カリキュラム科目概要 



 

 

 
 

科ｺｰﾄﾞ KI3  

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名 アパレル技術科３年 

バーチャルファッションコース 

科目名 CGアニメーション 

単  位     2単位 

授業期間   通年 

 
担当教員(代表)：清水 和宏  共同担当者： 

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

〇授業概要 

adobe動画編集ソフトを使用し、動画編集の基本的なスキルを習得する。 

アニメーション技術を身につけ、自身の表現を作品として具現化する。 

  
【授業計画】 

CGアニメーション 通年２単位 

 

1. AdobeAfterEffectsの基本操作について 

・映像の基本（画角サイズ/フレームレート）について 

・After Effectsのインターフェースの概要 

・アニメーションの基礎 

・レイヤー構造を理解する 

・マットの設定やマスク合成について 

・標準的なエフェクトの適用と色補正 

・モーショングラフィックスの作成と動画編集 

・実写映像のカメラトラッキング 

・After Effectsで 3D表現の可能性を探る 

 

2. ホログラム映像制作 

・ホログラム映像での効果的な表現方法の考察 

・テーマをまとめプラン作成 

・制作内容を確認 

・ホログラムディスプレイ実機での仕上がり確認 

 

3. 卒業制作発表 PR映像制作 

・テーマをまとめ、概要を作成、内容確認 

・プリビジュアライゼーションの必要性を学ぶ 

・動画にあったサウンド選考 

 
 
【評価方法】  

S～C・F評価/学業評価７０％、授業姿勢３０％ 

 
主要教材図書  なし 

                

参考図書    なし 

その他資料   なし 
 
授業の特徴と担当教員紹介  

CGアニメーション制作会社にて、3ds Maxや After Effectsを用いた 3Dアニメーション・映像制作に従事。 

実制作の現場で培った知識と技術を活かし、CGアニメーションの基礎から応用までを体系的に指導。 

講義では、動きや演出の設計力、映像としての完成度を高めるための編集技術に加え、企画意図を映像で的確に伝える表現

力・構成力の育成にも重点を置いている。   
 
  
記載者氏名 清水 和宏  

 

文化服装学院教務部 
２０２５年度 カリキュラム科目概要 



 

 

 
 

科ｺｰﾄﾞ KI3   

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名 アパレル技術科３年 

バーチャルファッションコース 

科目名 先端デザインプロセス 

単  位     1単位 

授業期間    前期 

 
担当教員(代表)：長見 佳祐 共同担当者：経田 完治 

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

〇授業概要 

従来の服飾制作で培った技術的基盤を活かしつつ、生成系によってデザイン発想の制約から飛躍できることを目標とする。 

  様々な生成系ツールの特性を理解し、ワークフローに統合する能力を養成すると共に、 

  デザイン画 2.0として、デザイン提案書の制作とプレゼンテーションを行う。 
  

【授業計画】 

先端デザインプロセス 前期 1単位 

1〜2. Fooocusを使った AI WORKSHOP (基礎〜応用) 

 生成系 AIの現状概観の把握 

 Fooocusを用いた Stable Diffusion系画像生成のオペレーション 

(基本操作である Text2Imageの生成から、C-netや IPadapterなどの応用まで) 

 Discordを活用したアセット共有や作品提出 

 生成物及び一般的な著作権/倫理への理解 

 言語生成 AIを活用した Prompting術 

 画像以外の生成系ツールとその特徴の紹介 

3〜6. デザイン提案の実践、ゲスト講師の講演、課題制作(デザイン提案書) 

 スケッチから画像生成への変換プロセス 

 CLOから派生するイメージデザイン 

 先端 DP最終課題の説明 

 各自課題制作及び個別指導と進捗確認 
 ゲスト講師の講演から個々のプロジェクトの方向性を深化させ、表現/考えの幅を広げる 

 第 3 回目ゲスト講師①: 笠井さん (HATRA パタンナー)  

 第 4 回目ゲスト講師②: Yoyogi Moriさん (VRChatなどの VR空間で着用可能な 3Dアバター服飾ブランド) 

 第 5 回目ゲスト講師③: 岸裕真さん(人工知能、テクノロジーを駆使した作品を発表するアーティスト) 

 プレゼンテーション準備 

 

7. デザイン提案書の発表と講評 

 デザイン提案書の発表と講評 

 まとめと総括 

 
 
【評価方法】  

S～C・F評価/学業評価７０％、授業姿勢３０％ 

 
主要教材図書  なし 

                

参考図書    なし 

その他資料   なし 
 
授業の特徴と担当教員紹介  
担当教員: HATRA デザイナーの長見 佳祐 
共同担当者: VFコースで「グラフィカルリサーチ」を担当している経田 完治 

  
記載者氏名 経田 完治  

 

文化服装学院教務部 ２０２５年度 カリキュラム科目概要 



 

 

 
 

科ｺｰﾄﾞ KI3  

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名 アパレル技術科３年 

バーチャルファッションコース 

科目名 特別講義Ⅲ 

単  位     2単位 

授業期間 通年 

 
担当教員(代表)：非常勤講師（学外） 共同担当者：クラス担任 

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

〇授業概要 

レギュラー授業で補うことの出来ない部分の関連分野、専門知識の習得を目的とする。 

  
【授業計画】 

 

特別講義Ⅲ  通年２単位 

 

【講義テーマ】 

 ・デジタルテキスタイルについて 

 ・３Dプリントの専門知識 

 ・ゲームプラットフォームとは 

 ・スペーシャルコンピューティングについて①、② 

 ・デジタルアイテム製作について（オリジナルアバターとアイテム） 

 ・アパレルにおける３Dモデリングの活用 

 ・ホログラムディスプレイを活用した効果的なモデリング 

 ・ブランドにおける３Dの立ち位置と活用事例 

 

計 30コマ 

 
【評価方法】  

履修認定P評価/出欠席１００％ 

 
主要教材図書  なし 

                

参考図書    なし 

その他資料   なし 
 
授業の特徴と担当教員紹介  
学外非常勤講師が担当 

  
記載者氏名 徳岡 慧  

 

文化服装学院教務部 
２０２５年度 カリキュラム科目概要 



 

 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  KI3 

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名 アパレル技術科３年 

バーチャルファッションコース 

科目名 コラボレーションｃ 

単  位     1単位 

授業期間 通年 

 
担当教員(代表)：徳岡 慧 共同担当者： 

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

〇授業概要 

外部企業、団体等とのコラボレーションにより社会人としてのキャリアアップを図る。 

知識、技術、プレゼンテーション力、コミュニケーション能力の向上につなげる。 

  
【授業計画】 

 

コラボレーション  通年１単位（自由選択科目） 

 

  教育効果の上がるコラボレーションへの参加 

 

 
【評価方法】  

履修認定P評価/出欠席１００％ 

 
主要教材図書  なし 

                

参考図書    なし 

その他資料   なし 
 
授業の特徴と担当教員紹介  
学外企業との連携授業 

  
記載者氏名 徳岡 慧  

 

文化服装学院教務部 
２０２５年度 カリキュラム科目概要 



 

 

 
 

科ｺｰﾄﾞ KI3  

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名 アパレル技術科３年 

バーチャルファッションコース 

科目名 卒業研究・創作 

単  位     4単位 

授業期間   通年 

 
担当教員(代表)：徳岡 慧 共同担当者： 

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

〇授業概要 

３年間で学んだ専門技術の集大成としてのデジタルアウトプットを行う。 

３Dモデリングを通して研究する力を養い、卒業発表を行う。 

  
【授業計画】 

 

卒業研究・創作 通年 4単位 

 
各自テーマ設定      ３Dモデリングを活用したテーマを設定 

            各自テーマに沿った実物作品製作 

             

 

   卒業発表       企画、発表方法、展示内容を踏まえて役割分担を行い、 

              全員で運営を行う。 

 
【評価方法】  

S～C・F評価/学業評価８０％、授業姿勢２０％ 

 
主要教材図書  なし 

                

参考図書    なし 

その他資料   なし 
 
授業の特徴と担当教員紹介 
文化服装学院 専任講師 
 
  
記載者氏名 徳岡 慧  

 

文化服装学院教務部 
２０２５年度 カリキュラム科目概要 
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